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内容による。

交代は、フットサル方式で行う。但しＧＫに限り主審の許可を得て交代する。

　 ※但し、フィル－ドサイズは、68ｍ×50ｍの大きさを推奨する。

地点からゴールラインに直角4ｍ。

センターサークル ： 半径7ｍ。　　　ペナルティマ－ク ： 8ｍ

ゴ－ルの大きさ ： ゴールの内のり縦2．15ｍ×5ｍ（少年用）、丸型、角型、簡易用

ゴ－ルも可とする。

8 試 合 方 法

※順位決定方法は、リーグ戦では勝点合計の多いチ－ムを上位とし、順位を決定する。

勝点は、勝ち：4点　ＰＫ勝ち：2点、　ＰＫ負け：1点　負け：0点とする。

を適用する。（一度退いた競技者も再び出場出来、何回でも交代可能とする。）

【　大　会　要　項　】

ペナルティアーク ： 半径7ｍ。　　　コ－ナ－ア－ク ： 半径1ｍ

決勝リ-グ　：　2018年　11月　23　日（金）

本大会は、青少年のスポーツ環境作りと健全育成を基盤にサッカー競技力の向上

③メンバー表は、試合開始30分前までに提出し、選手は10分前までに本部前に集合

順位決定　：　2018年　11月　24　日（土）

参加 26 チ-ムによる 6 ブロック(4～5チーム)の予選リ-グを行い、上位 2 チ-ムが

①2018年度（公財）日本サッカー協会の競技規則（JFA8人制サッカ－競技規則）

による。但し細則については、ジュニア用として大会規定を定める。決定は監督会の

ＪＡ共済カップ OFA第32回沖縄県U-11サッカー大会 島尻地区大会

予選リ-グ　：　抽選後、各ブロックにて調整を行う。

大会実施年度に（公財）日本サッカー協会第4種登録されたチームであり、選手は5年生以下

すること。

ゴールエリア ： ゴールライン上、ゴールポスト内側よりタッチライン方向へ4ｍ、その

その地点からゴールラインに直角12ｍ。

と技術向上を目的とするものである。

島尻地区少年サッカ-育成部

（U-11）の児童であること。

決勝リ-グ　：　南城市志喜屋多目的グランド　・　他

②チーム構成は選手20名以内、引率指導者3名とし、交代は12名までの自由な交代を

決勝リ-グに進出する。　

④フィールドサイズ ： 固定しない（縦60～ 68ｍ、横40 ～ 50ｍ程度)

予選リ-グ　：　2018年　11月4日(日)～11月18日（日）※抽選後各ブロックにて調整

ペナルティエリア ： ゴールライン上、ゴールポスト内側よりタッチライン方向へ12ｍ、

予 備 日　 :　 2018年　11月　25　日（日）
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但し、勝点が同じ場合は、　(1)得失点差　 (2)総得点数 　(3)当該チーム間の対戦結果 

(4)コイントスによる抽選の順序により順位を決定する。

決勝戦（20-5-20）とし、全ての試合において時間内に勝敗が決しない場合は、ＰＫ方式

場合は、ＰＫ方式（3名ずつ）で決定する。

しかし移籍および追加登録については、協会受付印及び振込控えある申請書類一式

を提示のこと。写真のない場合は無効。

9 表 彰 ①優勝、準優勝および３位チームを表彰する。

②上位 ○ チ-ムは、ＪＡ共済カップOFA第32回沖縄県U-11サッカー大会に

島尻地区代表としてその出場を義務付ける。

10 参 加 料 5,000円　（代表者会議にて徴収する。）

11 代表者会議 2018年　10月 17 日（水）　午後20：０0　（場所-東風平小学校内地域交流室）

12 抽 選 代表者会議にて、抽選により決定する。

※前年度、新報児童オリンピック大会上位６チームがシードとなる

13 審 判 ①審判は帯同審判制を採用し、指導者は大会運営の協力を義務付ける。審判は各

チ－ム2名とする。審判は審判着を着用すること。

②審判証を本部へ提示すること。（写真の貼り付けが無いものは無効とする。）

14 ユニフォーム ①各 チームは、色彩が異なり判別しやすい正・副2組のユニフォーム（ゴールキ－パ－

もフィールドプレーヤーと異なる色彩の正・副2組）を準備すること。

② 主審によって対戦する両チームのユニフォームを決定する。その際、主審は両チ－

ム各2組のユニフォームの中からシャツ、ショーツ、ストッキングのそれぞれについて判別

しやすい組み合わせを決定することができる。

③背番号は選手固有の登録番号を付し、判別の明確な色彩及びサイズであること。

④ユニフォームシャツの色彩は、審判が通常着用する黒色と明確に判別しうるものでな

ければならない。

⑤PK戦について、FPがGKを行う場合は、その選手固有の番号が貼付され、エントリー

表にGK用と登録されたシャツを着用すること。パンツ、ソックスは替えなくてよい。

15 ベ ン チ ①ベンチ（エリア）には、チーム関係者（引率指導者・登録選手）以外は入れない。ベン

チ入りしているエントリー選手は、フィールドでプレーしている色彩と異なるヴィブスやジ

ャージ等を着用すること。

②チーム関係者以外（保護者・登録外選手・応援団）はベンチ（エリア）外で大会本部

の定めた場所、若しくは試合進行の妨げにならない場所で観戦すること。

③試合終了後は速やかにベンチ（エリア）を空けること。

16 懲 罰 規 定 ①次の選手は、次試合（1試合）を出場停止とする。

②試合時間は予選リーグ及び決勝リ-グは３０分（15-5-15）とし、順位決定戦、準決勝戦、

選手証を持参すること。不携帯の選手は、当該試合への出場を認めない。(写真も同様)

（3名ずつ）を採用する。尚、決勝戦のみ10分間の延長を行い、なおも勝敗が決しない
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・同一試合で警告を2度受けた選手及び退場処分を受けた選手。

・本大会累積警告が2枚の選手。

② レッドカードでの退場選手に関して、悪質な違反の場合は島尻地区少年サッカ-育成

部にて裁定する。

③前項②以外の事項の場合は、島尻地区少年サッカ－育成部で裁定する。

17 移 籍 移籍については、本大会（地区大会含む）初日前日までに終了した者の参加を認める。

18 そ の 他 ①いかなる場合でも、指導者による暴力、暴言は退席処分とする。また、同様な行為が

あったとみなした場合でも退席処分とする。指導者は自チーム、相手チーム、審判団、運

営本部をリスペクトし、大会の趣旨に反する行為を行わないこと。

②天災（強風,大雨,雷雨等）より試合続行が不可能と判断された際は、没収試合とし

再試合を行う。（試合開始前は大会本部にて、開始後は主審の判断にて行う。）

ただし再試合が困難なときは抽選とする。（再試合、抽選に関しては島尻地区少年サッカ-

育成部で決定する。）

③ケガについては各チームにて応急処置を行う。

④傷害保険については、各チームで加入すること。

⑤使用する施設・設備を大切にし、マナーを厳守すること。

⑥貴重品の管理・ゴミの持ち帰りは、各チームの責任で行う。

⑦飲水タイムについては、大会当日の天候により主審の判断にて行う。

19 沖縄県大会 期　 日：　平成３０年　１２月　８日（土） ・　９日(日） ・　１５日（土）　　※予備日１６日（日）

場　 所：　うるま市具志川多種目球技場

監督会：　平成　　年　　月　　日 （ 　 ）　コザ運動公園　陸上競技場内会議室（予定）　

沖縄県大会派遣枠　　枠
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1 競 技 規 則 ①フリ－キック　：　相手競技者は７ｍ以上ボ－ルから離れる。

②キックオフ　：　キックオフから直接相手のゴ－ルに入った場合は、相手にゴ－ル

　　　　　　　　　　キックが与えられる。

③コーナ－キック　：　ボ－ルがインプレ－になるまで、相手競技者は７ｍ以上ボ－ル

　　　　　　　　　　　　から離れる。

④ボ－ル（試合球）は４号球とする。空気圧は０．８気圧とする。

⑤競技者は8人（内1名はゴ－ルキ－パ－）とし、4人以下となった場合は0-5の負けとする。

⑥グリ－ンカ－ドを推奨する。

2 試 合 方 法 ①インタ-バル

　ＰＫ方式に入る前のインターバル　：　１分

　決勝戦の延長戦に入る前のインターバル　：　５分

②延長戦：Ｖゴール方式ではない。

3 審 判 ①審判は予選リーグ及び決勝リーグ3人制、順位決定戦から１人制を採用する。

②審判証を本部に提示すること（写真付）　写真が貼られていない審判証は認めない。

4 ユニフォーム ①競技規則「ユニホ－ム規定」に準ずる。

②広告の入ったユニホームの着用は認めない。しかし、所定の手続きを完了した物に

ついてはその限りでない。又、各国代表レプリカユニホームを着用する場合も代表

エンブレム（マーク）が入ってる場合も同じである。

③パンツへの番号は付さなくても良い。

④前番号、背番号はユニホ－ムから外れないようにすること。（マジックテ－プは認めない。）

⑤選手はユニフォームについてシャツは中に入れること、ソックスは膝下で止めること。

5 ベ ン チ ①ベンチに入ることの出来る人数 ：  １５名 （交代要員12名、監督1名、コーチ2名）

②チーム関係者以外（保護者・登録外選手・応援団）は、下記の場所にて観戦する。

　スタンドがある場合：　スタンドより観戦。

　スタンドがない場合：　ベンチ反対サイドより観戦。

③テクニカルエリア　：　設置しない。

6 懲 罰 規 定 ①退場になった場合、他の選手を補充し、常に8人でプレ－できるものとする。

7 そ の 他 ①開会式：行わない。

②閉会式：決勝戦終了後速やかに行う。

③アディショナルタイムの表示：　表示しない。

④飲水について：飲水タイムの有無を事前（前・後半開始前）に両チームへ通告する。

⑤負傷した競技者の負傷の程度を確認するために入場を許可される引率指導者の

数は、「2名」とする。

⑥新規登録に関しては、本大会（各地区大会）初日前日までに終了した者の参加を認める。

⑦選手証の紛失の場合は、コピ－にて確認する。(しかし、所定の再発行の手続きを

行うこと。）

細　　　　　　則
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